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架空料金請求詐欺、金融商品詐欺を認知！

R６年1月末
手口別件数
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金 融 商 品 詐 欺

架空料金請求詐欺 ４ 約８００万円

４ 約６，５９０万円

携帯電話に
「口座確認」
というメール
が届き、メー
ルにＵＲＬが
添付されてい
る。

ＵＲＬにアクセスする
と、サイトに繋がり、サ
イトのメールボックスに、
全国賞金当選実行委員会
を名乗る団体から「１０
億円が当選している。」
というメールが送られて
くる。

窓口担当にメールで連絡を
取ると、「当選金の受取りに
は登録が必要。」「当選金証
明発行費用が必要。」などと
言われ電子マネー等で支払い
を求められ、応じると、その
後様々な名目で支払いを求め
られる。

他のアカウントか
ら「１０億円を受け
取る申請をしました
か。」などとメール
が送られてきて、本
当に高額当選したか
のように信じ込まさ
れる。

1月中、新見郵便局では、「年金の払い戻しがある。」などの電話を受け
た来店客が携帯電話で通話しながらＡＴＭを操作していたことから、局員が
電話を代わるなどして還付金詐欺を未然に防止しました。菅生郵便局では、
現金を引き出そうとする来店客に事情を聞いたところ、「警察のおとり捜査
で必要なので出金している。」などと話したことから、詐欺と見破り、オレ
オレ詐欺被害を未然に防止しました。
また、ファミリーマート児島下の町店、セブンイレブン矢掛江良店、ロー

ソン岡山高島新屋敷店では、電子マネーカードを購入しようとした来店客に
店員が購入理由を聞いて詐欺と見抜き、警察に通報するなどして架空料金請
求詐欺被害を未然に防止しました。
このほかにも、金融機関やコンビニエンスストアなどで合計21件の特殊

詐欺被害を未然に防止することができました。

ココに｢技あり｣！

○ 高額金の当選名目で受取登録料等を搾取する架空料金請求詐欺を認知しています。
○ ＳＮＳアプリ「LINE」のグループトークに招待されるところから始まる投資名目の
金融商品詐欺を認知しています。（被害が高額化しています！）

突然、ＳＮＳアプリ
「LINE」で知らないア
カウントからグループ
トークに招待され、
「投資で儲かった。」
などの投資に興味を持
つようなトークを見せ
つけられる。

グループトーク
の中に指導者的立
場を称する者がお
り、興味本位で連
絡を取ると、投資
を勧められる。

投資アプリ上では利益が
出ているように表示される
が、振り込んだ運用資金や
利益を引き出そうとすると
引き出しを拒否したり、追
加料金を請求されるなどし
て引き出しができず、金銭
をだまし取られる。

ＦＸや為替商品など
を取引する「投資アプ
リ」をインストールす
るように言われたり、
口座を開設するように
指示され、運用資金と
して金銭の振り込みを
させられる。

架空料金請求詐欺の手口一例

金融商品詐欺の手口一例

新見郵便局では局員が「Ａ
ＴＭ＋携帯電話=詐欺」を知っ
ていたからこそ詐欺と気が付
けたもので、菅生郵便局や各
コンビニエンスストアでは日
頃から特殊詐欺被害防止に目
を向けていることから来店客
に声を掛けていただき内容を
聞いて詐欺と見破ったもので、
いずれも好事例です。


